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先端生命医科学研究所が目指すもの
Ｍｅ鵠 唱 鍋 缶ｏ醐 出 一 腿ｔｉ施吐

東京女子医科大学学長

宮崎 俊」
御挨拶

Ｓｈｕｎｉｃｈｉ Ｍｉｙａｚａｋｉ，
Ｍ
．
Ｄ
．，
Ｐｈ
．
Ｄ
．

再 生 医 療 は ２｝ 抵 紀 の 医 学 が 目 指 す 最 も 重 要 な 分 野 の 一 つ で す。 現 在 の 臓 器 移 植 に よ る 治 療 は・ 臓

器 提 供 者 の 不 姪 や 免 疫 反 応 に よ る 拒 絶 な ど の 闘 題 が あ り、 人 工 臓 器 に よ る 治 療 で は、 ｊ帆 栓 の 形 成 や

機 能 が 限 定 さ れ る な ど の 課 題 を 多 く 抱 え て い ま す。 再 生 医 療 は こ れ ら の 問 題 を 克 服 し・ さ ら に 新 た

な 治 療 ⑳ 厨 能 性 を 広 げ る も の と し て 世 界 的 に 注 目 さ れ て い ま す。

本 学 で は、 独 自 に 關 発 し た 細 胞 シ ー ト エ 学 を 基 礎 に、 循 環 器 外 科、
消 化 器 外 科、 眼 科、 泌 尿 器 科、

慶 膚 科 等、 臨 床 各 科 の 研 究 者
と 理 丁 学 分 野 の 研 究 者 が ’体 と な っ て、 全 て の 臓 器 へ の 臨 床 応 用

を 目 指 し て、 再 生 医 学 の 研 究

を 糟 カ 的 に 行 っ て き ま し た。 角 膜、 皮 膚 な ど で は、 す で に 臨 床 応 用 も 始
ま っ て お り、 将 来 の 再 生 医 療 実 用 化 に 向 け て、 産 学

共洞 研究体制も整えられつつあります。

今 後、 消 拠 点 に お ける 学 内 外 の 研 究 ・ 医 療 機 関との 共 同 研 究 により、 再
生 医 療 の 臨 床 応 用 の 発 展 およ び 産 業 化 を 推 進 す るとともに、

臨 床 の 様 々な 局 面 で 活 躍 す る 人 材 をさらに 多 数 育 成 し、 世 界 の 人々 の 健 康と ＱＯＬ （生 活 の 質） の 向 上 に 寄 与 す ることを期 待 してい
ます。

御挨拶

東 京女 子 医 科 大学 医 学 部 長

神経内科学主任教授

岩田 誠

Ｍ ａｋｏｔｏ Ｉｗ ａｔａ，
Ｍ
，
Ｄ
．，
Ｐ ｈ
．
Ｄ
．

東 京 女 子 医 科 太 学 の 先 端 生 命 医 科 学 研 究 所 で は、 不 思 議 な こ と が 起 こ っ て い ま す。 シ ャ ー レ の 中 の

山 片 の 膜 が 鼓 動 を 姶 め、 背 中 の 皮 下 に 植 え ら れ た 肝 臓 が タ ン
パ ク 質 を 作 り 出 し て い ま す。 眼 の 上 を

覆 り た 口 腔 粘 膜 の シ ー ト が、 濁 っ て 光 が・差 し 込 ま な く な っ た 眼 に 光 を 取 り 戻 し て く れ ま す。 細 胞 シ

ー ト エ 学 は そ ん な 不 思 議 な 世 界 を 実 現 し ま し た。 こ れ に よ り、 人 類 は 多 く の 病 と 障 害 か ら 救 わ れ る

こ ど に な る で し ょ う。 幹 細 胞 移 植 の よ う に、 機 能 を 失 っ た 臓 器 に 新 し い 細 胞 を 導 入 し て、 治 療 に 役 立 て よ う と す る 試 み は・ 今

で は も う 珍 し く あ り ま せ ん が、 シ ャ ー レ の 申 で 育 て ら れ、 ま と ま っ た 構 造 を も つ一 つ の 組 織
と し て 働 く 細 砲 群 を 使 っ た 再 生 医

療 ぱ、 こ の 研 究 所 な ら で は の 新 し い 技 術 で す。 そ の 開 発 に
は、 細 砲 を 増 や し 育 て る 生 物 学 の 技 術 と、 そ う や っ て 育 て た 細 胞 の

構 造 を 壊 す こ と な く、 シ ャ ー レ か ら 生 体 へ と 移 す 繊 細 な 工 学 技 術 と が 必 要 で し た。 そ れ にカ昌え て、 こ れ ら の
技 稀 を 融 合 し て 崖

来 上 が っ た 細 胞 シ ー ト を 臨 床 の 場 で 使 い こ な す た め の アイ デ ア と 技 術 が、 未 来 のｉ笑 療 を 開 拓 して い き ま す。 先 端 生 命 医 科 学 研

究 所 が、 夢 の 再 生 医 療 を 実 現 し て く れ る こ と
を、 大 い に 期 待 して い ま す。

根本治療に向けた

テ ィ ッ シ ュ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 挑 戦

’東 京 女 子 塗科 大 学

先 端体、命 窪 科学 研 究 所 所 長・ 教 授

岡野 光夫

Ｔ ｅｒｕｏ Ｏ ｋａｎｏ，
Ｐ ｈ
．
Ｄ
．

抗生物質をはじめとする薬物治療は正確に同一構造の化合物を大量合成できる有機合成化学を基盤

に 太 き く 発 展 し て き た。 玉９８０ 年 代 後 半 よ り、 細 胞 工 学 や 遺 伝 子 工 学 の
バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 急 発 展

に よ り、 ペ プ チ ド、 タ ン パ ク 質 の バ イ オ 医 薬 時 代 に 突 入 し、 ２１ 世
紀 は 更 に 対 症 療 法 か ら 根 本 治 療 に

向 か う テ ク ノ ロ ジ ー の 開 発 研 究 が 活 発 化 し、 そ の 新 しい 挑 戦 の た め の 集 学 的 ア プ ロ ー チ を 可 能 に す

る 体 制 整 備 が 世 界 的 な 緊 急 課 題 で あ る。

灘

人 盃 臓 器 治 療 や 移 植 治 療 の 眼 界 を 超 え て よ り 効 果 的 な 根 本 治 療 を 実 現 す る 方 法 と し て、 細 胞、 組 織 や 臓 器 を 利 用 し て 治 療 す る

再 生 医 療 が 注 目 を 集 め て い る。 ＥＳ 細 胞 を は じ め と し た 幹 細 胞 の 研 究 と 岡 時 に、 あ ら ゆ る 細 胞 を 培 養、 増 殖 さ せ て 細 胞 治 療 や

綴 胞 の 三 次 元 組 織 構 造 を 実 現 す る 組 織 工 学 治 療 が 益 々 重 要 と な っ た。 医 工 学 の 連 携 を 基 盤 と す る ユ ニ ー ク な 本 再 生 医 療 拠 点 で

は、 従 来 の タ テ 型 の 枠 組 み に 捉 わ れ る こ と な く、 臨 床 的 に 根 本 治 療
を 実 現 さ せ る 再 生 医 療 の倉■咄 と 確 立 を 目 指 す。

我 々 は、 ナ ノ 構 造 を 制 御 す る 革 新 的 な 方 法 で、
細 胞 を 培 養 ・ 増 殖 さ せ た 後 に、 細 胞 や 細 胞 シ ー ト を ３７

℃ か ら ２０℃ に 温 度 変 化

さ 意 る だ け で、 酵 素 を 利 棚 す る こ と な く、 又 そ の 構 造 や 機 能 を 損 な う こ と な く 培 養 表 面 か
ら 剥 離 ・ 回 収す る 技 術 を・ 姓 界 に 先

雛 け て 達 成 し た。 我 々 は こ う し た 細 胞 シ ー ト の 積 層 化 で 組 織 や 臓 器 を 少 量 の 細 胞 か ら 造 り、 ま っ た く 新 た な
“綱 胞 シ ー ト 治 療

裳’ の 確 立 と そ の 医 療 テ ク ノ ロ ジ ー の 普 遍 化 を 達 成 す る こ と で 再 生 医 療 の 世 界 拠 点 の 形 成 を 目 指 す。
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鰯蟹 低分予化 合物 の医薬轟 が圭流を 酋めてい危

時代 から、 遺伝 予亙学 駒季漆で 碍ら拠淀タ ンパク質、

ペ プチ ドのバイ孝 医薬 時俄 を遡 莞、 そ して さらにい

ま、 細 胞や組織を利踊 じ花涛生 医療⑳時 代へと、 医

療 をめ ぐる 環境は太 き濠褒貌 を遂 げよう と して いま

す。 近弊の テク ノ冒 ジーの流 牝 狐 対 症療法 から根

本治 療へ娑 向 秘 ・は じめ応といっ ても よいで しまう

２⑭ 撞 紀 １ε お 紡 る テ ク ソ ロ ジ ー の 進 歩 は、 人 工 心 臓

雫 火五 腎鱗の 実鰯 偲栄 移植 医療 の本 格化 を実現 じ、

多く の患者さ んがその 恩恵を受 けるよう になりま し

芯。 闘 叱、 淀 娑完 ば人亙透栃を 受ける芯 めに は遁

１ζ楓 度かは病 醐ζ遼い吊 長時闘に わ危る治 療に耐完

なけ 牝ぽなり窪雀 んじ九 体 外に設置する 人工臓器で



は 社会活動が 制限さ れます。 ま た、 移植 医療に関 し

て は ドナー不 足という 深刻な 問題に直砥 している の

が現状です。 再生医療 はこ れらの間題を解 決 しよう

と するテクノ ロジー であり、 従来の常 識では不可 能

と されていた 治療を可 能に して いくため の、 新 しい

医療の形態と 理解すべ きであると思 います。

蜀１１ 歯 科の立場 から申 し上 げます と、 歯を 失っ

て しまった 人にそ れと替わる ものを提供 し、 咀 鶴の

回復をは かる という 意味で は、 まさに 再生医療 の概

念 に 沿 っ た こ と を、 我 々 は こ れ ま で に 行 っ て き た
と

いえます。 たとえ ば歯周病 を例 にとり ますと、 過去

には歯周病 は感染症 だから ブラッシ ングな どで 清潔

にしようと いった 指導 しか できません でした。 そこ

に再生医 学が登場 してから は、 欠損部 に骨形成 タン

パ ク 質 （ＢＭＰ） や成 長 因予 の 線 維 芽細 胞増 殖 因 子

（ＦＧＦ） を堀 いる こと によ って、 細 胞を 圓復 させ よ

う という 試みが行 われるよう になりま した。 しかし

さらに進 んで、 細 胞シー トを健って 欠損部を覆 って

しまえ ば、 治療 は瞬時に済 んで しまう ことにな りま

す。 細胞 シー トを用 いた再 生医学 は、 単に壊 れたも

のを修 復するとい った技術 ではなくて、 つね に最適

な状 態を 保って いく こと を可 能にす る方 法で あり、

そこに 従来の方法 との根本 的な違い があります。 人

工的な材 料はいつ か必ず壊 れて しま います。 細 胞シ

ートを用 いたテクノ ロ ジー は、 あ らゆる領域 の臨床

医学 が自 然な形 で冒指 して きた方 向性 を示 して いる

と い っ て よ い で し ょ う。

江上 馳 蝸 隼フ月より、 文都褐寧奮⑳褐学技

術 振翼調 整 賢に ぶって、 礪 窒 襲療 本格 化⑳ 淀め ⑳

姦先蟻綾鰭融倉鍵 創 という棄衰女予蟹大⑳プｏジ

エク ト彪欄 蜷 し譲 し淀 斌、 こ ⑳プｏ ジｘ ク ト斌採 撮

さ躯 淀経緯につ いて讃闘 抄種く淀さ い。

鰯野 蒋生 医療の本格 化と は、 新 しい 産業、 新 し

い領 域を創出 すること を意味 して います。 私はよく

車社 会の比繍 を用 いる のです が、 たとえ ば自動車 が

発明 された からといって、 す ぐに車社会 が成
立する

わ けではありま せん。 車を安 全に走行さ せるため に

は、 道 路 や 信 号 の 整 備、 交 通 ル ー ル の 設 定、 免 許 制

度の導入な ど、 事前 になすべき ことが数多く ありま

す。 細胞シー トエ学 による再生 医療は、 細 胞で治 療

する ことを前 提と した体制が なけれ ば成 り立たな い

テ ク ノ ロ ジ ー で す か ら、 車 社 会 を つ く る の と 同 様 に、

元 来、 国家 的な プロ ジェク ト
として進め ていくべ き

性 質のもの であると 思う ので す。 この 国家プロ ジェ

ク トを成功 させるた めには、 モデルとな る拠点 づく

り こそが重 要であり、 一つの 大学の枠を 超えた実用

化に欠かせ ないさま ざまな問 題について も正面 から

取り組もう とする我々 の提案 が採択さ れたと考 えて

い ま す。

蜀１１ い まか ら数年前 に文科省 が２１世紀 ＣＯＥ プ

ログラムを 発表 しま したが、 これは画期 的な プロ グ

ラムと して 各界で話 題になり ま した。 非 常に意 義深

いプロ グラ ムで はあ ったの ですが、 あく までも 分野

ごとの縦割 り型 プロジェク トであり、 異 なる 分野が

一緒になっ て推進す るという ものはあ りませ んで し

た。 そ れ に 対 し、 再 生 医 療 の 拠 点 化 計 画 は、 医 学 部

や歯学部 だけで はなく、 工 学部ある いは企業 な ども

含めて融合 していこう という 構想です。 現在 の日本

では、 国全体の再 生が求め られていま すが、 再生医

療の本格 化のため にこういう プロ ジェク トが 私立大

学である 東京女子 医科大学 によって 提案さ れ、 今日

採択さ れた ことは素 晴しいこ とであると思 います。

低分子医薬から細胞シー ト医薬へ

医薬・先端治療の進化と融合 対症療法から根本治療へ

体牲幹細胞
増殖麺 轟

曙 穣 羅 繕、，
＼ １
’
ブ榊 撒 織≡欝

、水峠鮮

１麟 ギ 蕊：晦ぶ
遺 伝子］二学 細 鰻生 物二［学 組 織工学、 ＤＯＳ

細胞 工学 再 生医 学 バイ カマ テり アル

再生医療社会の出現は 値 動車社会」 の出現に匹敵

翻冒斑症薬

魏事面薬

読潰瘍薬

貌肇風豪ミシ襲

⑮画滅鰹審灘

葱機化学

鰯騒 。 灘 鰯 鯵 ’

馬車 の社 会

雄湊法 襲 鰯騒鍵

竃 動車社 会へ

稽汽

根本治療

再 生医 療祇会へ



蟹
一 出 副 搬 、 瞥

、 、

１０年 ほ ど前、 未来 開 拓学 術研 究推 進 事業 とい う プ

ロ ジェ クト で岡野教授 には じめ てお目に かかった 当

時、 す で に 肝 臓、 皮 膚、 眼 科 で の 研 究 が 開 始 さ れ て

いま したが、 細 胞シー トは我々 の歯科領 域にも広く

応用 が可能 であ ること がす ぐに半困りま した。 また 同

時に、 経済効 果の面 からも大い に期待さ れている こ

とを感 じま した。 歯科 の専門家 のあい だでは 「た か

が 歯科、 さ れ ど歯 科」 という 言葉 があ るの です が、

実 際、 歯科 医療 の産業 規模は自動 車産業 を超える と

も いわ れて い ます。 国民 の約８０％が 歯周 病 によっ

て歯 を失って いるという 現実を 考えます と、 も し白

分白 身の細胞 による再 生が可能 というこ とにな れば、

イ ンプラン トな どに代 わる技法 として、 経済的に も

非常 に大きな効 果が期待 できること でしょう。

横麟駒樽灘窟融禽奄 鞍繍繍禽挺

鱗 め 瀦 蜥イ醐ル縄

江上 繁累 女子匿科 大掌で憾、 公髪⑳ 綴鰻覆二 次

禿 （一 騒） シー トに籍 護して移 糧し定り、 シー トを

＿軸萎 重ねて三次禿㊧纏織登つくるという麟驚馨窒に陶け

危棋界で初めて⑳纂盤績衛を竃搬 首ることに威動し

譲 し定。 この技 纐覆 もとに翼偉 的怠弱生 騒療案蠣 に

筒げて、 貫で にさ讃 ざ蒙な治嬢 研繁が議 みら荻て い

蜜貫 斌屯 飽大 掌登禽む 騒嬢環場 抄ら⑳反 麻につい て

徽 １札 ゆ がで し漆 うか邊

鰯野 現 在、 先端 生命医科学 研究所 （以下、 先 端

生 命 研） で は、 口 腔 外 科、 循 環 器 領 域、 消 化 器 領 域、

内 分泌領域、 形成外 科領域、 整 形外科領 域な ど、３０

名 以上の多 方面にわ たる臨床の 専門家た ちが集ま り、

再生 医学の 実用 化に 向けた研究 に取り組 んでいま す。

こ れらの各領域 での新た な治療技術 を、 一つの概 念

石川 烈 （いしかわ いさお）

東 京 医 科 歯 科 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 舎 硯 究 科 歯 周 病 学 分 野 教 授 を 経 て、

東 京 女 子 医 科 犬 学 客 員 教 授。 尊 門 は 蜜 周 痢 学 で あ る が、 医 学 ・ 歯 学

の 総 合 的 な 研 究 へ の 取 り 組 み が 注 目 さ れ る。 １ ９４０ 年 生 ま れ。

１９６５ 年 東 京 医科 歯 科 大 学 歯 学 部 卒 業。

のも とに統合さ れた新 しい学問 領域ある いは技術 領

域と して成立さ せたい と思いま す。 他 大学からの 注

目 度 も 高 く、 現 在 ま で に、 阪 大、 東 北 大、 奈 良 県 立

医 大、 慈 恵 医 大、 順 大、 京 大 と の 共 同 研 究 の プ ロ ジ

ェ ク ト が 実 際 に ス タ ー ト し て い ま す。 ま た、 日 本 だ

け でなく、 日本学術振 興会の 国際共同 プロジェク ト

と し て、 ハ ー バ ー ド 大 学、 ピ ッ ツ バ ー グ 大 学 と の 共

同 研 究 も 始 動 し て い ま す し、 フ ラ ン ス、 イ タ リ ア、

フ イ ン ラ ン ド、 ド イ ツ な ど の グ ル ー プ と の 共 同 研 究

も準備 中です。

江上 灘煮研繁ブｏジェクトは亭鰹ｒｏ～ 汚 隼

闘で、 蟹工遼 擦凄もと より中 分 子生物掌 補篇廉薬躍

掌擦ども禽め定さ譲ざ譲慈韻簸の妻麦籟融禽登威し遂

げ
、 いわ

ぼ ｒ藤 業撃 剣 釣に萬 生騒療と いうフイー

ル ド琶影威亨為 ことぬ帽 穣 とい笈蜜貫 ね。

鰯 籔 は い。 こ れ ま で の 近 代 科 学 の 枠 組 み で は、

医 学にせよ 工学にせよ、 縦の枠 組みの なかで効率 的

な教 育や研 究が行わ れてきま した。 しかし、 再 生医

療 のような新 しいテクノ ロ ジー の可能性 を発展さ せ

るた めには、 統合的、 横断的な 技術や知 識が求 めら

れて きます。 言い換え れ ば、 従来の医 学や工学 の横

断 的な概念 融合、 披術 統合によ ってまっ たく新 しい

学 問領域が できること で、 こ れまで不 治とさ れてき

た病 気を根 治する方法 が開発さ れ、 ま た限ら れた数

の 患者さん だけでなく、 大勢の 患者さ んの治療 を可

能 にする医療 システム の構築 が可能に なるわけ です。

ｌＯ年 後に はそう いう 再生 医 療社 会を 構築 す る、 そ

の トータル な概念づく り、 体制 づくり を実現 したい

と 思 っ て い ま す。

蜀１１ 現 在、 医療の 最先端と いえ ば、 たとえ ば心

臓 移棺な どが大きく取 り上 げられるこ とが多い です

ね。 し か し、 移 植 は、 あ く ま で も 他 人 の 臓暑塁を も っ

てくる１：１の関係で成 り立つもので しかあ りま せん。

感 染の危 険もあり、 しかも免 疫反応と いう大き な問

題 が必ず起 こってくる ため、 生 涯にわ たって免 疫抑

制剤 を使用 しなけ ればならない といっ た限界が あり

ま す。 ところ が、 白 分白身の細 胞を使う 再生医 学で

は 免疫系の コントロー ルが不 要です から、 患者 さん

に とって は治療後の負 担も 少なくてす みます。 特に

細 胞シ ー ト技 術 による 再生 治瞭 で は自分 の幹綱 胞、

皮膚 や歳根 膜、 血 液や 脂肪細 胞にもある 幹細胞 を分

化 させて自 分に戻すと いうき わめて 明快で合理 的な

治 療 法 で す。 そ う し た こ と か ら、 こ の 革 新 的 な 技 術

の 実用 化に 向けてあ らゆる技術 を繕集 させて推 進し

て い る と こ ろ な の で す。



岡野 光夫 （おかの てるお）

東 京 女 子 医 科 大 学 先 端 生 命 医科 学 研 究 所 所 長 ・ 教 授、 ユ タ 大 学 教 授。

専 門 は バイ オ マ テ リ ア ル、 ドラ ッ グ デリ バ リ ー シ ステ ム、 弩 生 医工 学。

特 に 葛 分 子 の微 細 構 造 を 制 御 す る こ とに よ っ て 司 能 と な る 再 生 医 学

的 機 能 の 追 究 が 注 目 さ れ る。
１９４９ 年 生 ま れ。 １９フ９ 年 早 稲 田大 学

大 学 院 菌 分 子 化学†専士 課 程 修 了（工 学 博 士）。

鱗、嚢 激鱗熾触 灘 撚一’ 誰 い くζ鉦 竜露襲 擦課題
鱗
江上 先端壷命 鰯で嫁、 こ⑳ プｏ ジ£ク ト篭 携進

貫番に 窮淀り卑
颪賄 鑓１醐 ず破 １閉 醐轟施Ｐ 鎌ｄ ０絵

勤 切 ‡総 陶寛１翻 猶 敏 耽 繍ｃ榊 燃
胡＊ と いう李一

メッセ ージを 謝芳讃 しだ。 先端生 翁畷⑳選蜜 方録⑳

籍徴 について窮闘わ喧 く淀さ い箒

＊ 鵬 図 の 憲 者 を 治 す 使 命 を 担 う 立 場 と し てｉｎｎｏＶ８ｔｉｏ列

につきも のの苦悩 や闘い にひる まず必 ずやりと げよう」 と

いう 志 を ア ピ ー ル した も ので す。

鰯 野 現在、 先端生 命研に は多くの
臨床 医とと も

に研究 者 が２０名 近く 在籍 して いま す。 大学 院生 は

医学部卒業 生と、 工学部、 理学部、 薬 学部の修 士課

程を修了 した人たち で構成さ れていま す。 運営 の方

針 と し て は、 従 来 の よ う に、 先 生 が や っ て き た、 あ

るいは先 輩がやっ てきたこ とを縦割り の関係 で引 き

継 ぐので はなく、 前例のな いチャ レ
ンジを統合 的な

概念やテ クノロ ジーによっ て実現する 大学 院教育を

実施する ことを 主眼と して います。 再生医療 な
どの

高度な テクノロ ジーやサイ エンス の凝集が 求めら れ

る現場 では、 そう した 学際的なフィ ール ド
づく りが

不可 欠なので す。 根治 を具体的に 可能にする 技
術の

構築、 それを 成立させる サイエ ンスを作り 上げてい

くタイ プの研 究者集団 の育成、 あ るい はそ れを支援

する 集団との 連携を可 能にする シス テム の構築 が当

研究 所の目指 すところ であります。

騒鍵麗綴轟擦艦鰹灘蟻電
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箪 一 、
、

咄 簿 蝿

江 土 こ ⑳灘，森影 威プ螢 ジｘク トで ⑳先蟻技 術議

倉 ⑳議みと して、 協 鰯企繋と ⑳コー ディ 率一夕 一役

覆私 沸璽うこと１こ轄り譲し淀。 譲芯縦警め 社会⑳構

遺 が残る環拭 登ブ レークスルー し、 新 しいビ ジ率 ス

董デル⑳構築にぷって萬窒騒嬢麿本橋化していくた

め１こはど⑳ ぷう慈心 構更愈泌 嚢 と請考更 でしぶう か箒

鰯野 目標 やモ デルが決まっ ていて、 これをい か

に発展 させる かといっ たことで あれ ば、 既存の方 法

でやっ ていく ことも できるで しょう が、 いまは空 白

の キ ャ ン バ ス に 絵 を 描 こ う と し て い る 段 階 で す。 た

とえ ば、 現在、 概念 が確 立 して いる 医薬 品を用い た

治療に は、 纐胞 を用 いた 治療という 概念と どう して

も相い れない部 分があり ます。 にもかかわ らず、 ル

ール が存在 しな いという 理由か ら、 薬事法 の規制を

受ける というこ とにな れば、 有機合 成化学 をべ一ス

と した 論理で、 綱 胞シー トの論理を 規制 しよう とい

う こ と に な り、 そ こ に は 非 常 に 多 く の 亀 裂 が．生 じ て

くるはず です。 医薬品の概 念に合わ ないこと はや ら

ない、 や らない ほう が安 全という考 え方も安易 に成

り立って しまうで しょう。 そこを修正 していく 必要

があるわ けです が、 そのた めには何よ りも強 固な披

循 やサイエ ンス が構 築さ れて いなけ ればなら ず、 そ

れをべ一ス にして安 全で効 果的な新 しい治療を 可能

に す る 仕 組 み を 提 案 して い く、 つ ま り 社 会 と の

１ｎｔｅｒｆａＣｅ を 築 き 上 げ て い く こ と が 我 々 に と っ て の

重要 な課題とな ってくる でしょう。

江上 僅罪⑳ 概繁擬ヰ
煮と⑳遵 携、 強葛し滋 脅後 ⑳

鰯調 鰯標につい てはいか 斌で し姦うか。

鰯野 先ほ ども申 し上 げたとお り、 海 外の先進 的

な研 究施設との 共同研究 はかなり 進んでいま す。 こ

れま で以上に当 研究所に 海外の若 手研究 者たちを受

け入 れて、 我々 のテクノ ロジーを それぞ れの本国 で

実用化 できるよう な仕組 みを強化 したいと思 います。

特に、 欧米 ばか りでなく、 ア ジア 諾国か らの 留学生

も積極 的に受け 入れ、 そ れぞれの 国でリー ダーとな

っていく ような 人々 の育成 にも努 めていきた いと思

っ ていま す。 各学 問領域の バリア、 産業界と のバリ

ア だ け で な く、 国 家 間 の バ リ ア を も 取 り 去 っ て、 新

しいテクノ ロジーや 概念の融 合を目 指していく こと

が大切である と思います。

江上 美芽 （えが砂 みめ）

蜀１１ ２０世紀 の 日本 の医 学 は欧 米を 見習 う こと

からは じま ったわ けですが、 いまの 日本の レベ ルは

世 界でも最 高水準 に到 達 しています。 細 胞 シー トエ

学 はまさに その中心 に位置 しており、 いまや白 分か

ら世界に向 けて技術 発信する段 階です。 法整備 につ

い ても世界 に向けて模 範を白 分たち でつ くらなく て

は なりませ ん。 岡野先 生が言 われたよう に、 国 家間

のバリ アを 取り払い、 こういう 技術を世 界レベ ルで

根付 かせるこ とができ れば、 逆 に日本の 制度構築 と

して も乗り 遅れるわけ にはいか ないという 良い雰 囲

気 が生 まれてく るかも しれませ ん。 私 は歯根膜に 関

して は３年 以内の 実用 化を 目指 して、 その ために可

能なこ とはすべ て行って いくつ もりです。 たとえ ば

現 在、 私 は Ｊｏｕｒｎａ１ ｏｆ Ｐｅｒｉｏｄｏｎｔａ１ Ｒｅｓｅａｒｃｈ の 編 集

委員長 のほか、 ヨーロッパ の専 門誌の編集 にも関与

し て お り ま す し、 ま た ア メ リ カ 歯 周 病 学 会 の

ａｄｖｉｓｏｒｙ ｂｏａｒｄ の メ ン バ ー に も 加 わ っ て い ま す の で、

そう した場でも この新 しい 技術を積 極的に提 案 して

いきたいと 考えていま す。

江 上 行 駿⑳ レベ ルから嚢 栄篭挽較 し譲曾 と屯 ア

メ りカでは りスクと ぺ幕フイ ツ ト⑳ バランス 覆蚤擬

嘗 る⑳に麺 し、 賢本 では寮嚢牲 とぺ享 フイツ トとい

う、 磁 貫 しも 闘 じ塵 標鞠 に な い 驚 つ ⑳バ う ンス 捗

愛複 され為 という頓 筒斌轟り譲 首箒 参顕 ⑳騒抄 ら⑳

嚢託 フｏジヱク ト麿 艦鐘貧るに 姦たり年 鐵 載奮して

は考後 ど⑳ぷう な支緩麿鰯 縛されて い譲貫抄竃

鰯野 我々 が目指 す研究教育 拠点は、 従来の発 想

と は異 なる 形で整備 していく必 要があり ます。 日 本

で は 従 来、 新 し い フ ィ ー ル ド が 登 場 す る と、 そ の フ

ィー ル ドを支 える人材 を育成する ことを 目的と して

大学 が認可さ れてきま した。 しかし概念 のほうが 先

行 し、 フ ィ ー ル ド の 確 立 が こ れ か ら と い う 場 合、 従

来の方 法を踏襲 するわ けにはいきま せん。 アメリカ

で は、 ２１ 世 紀 の ラ イ フ サ イ エ ン ス を 目 指 し て 国 家

欧 州コニー ビ ー］ニヌ ・ ア ム ロ 銀 行 法 人 金 融 本音匿ヘ ル ス ケ ア 部 長 を 経 て、 索 京 女

子 医 科 大 学 先 端 生 命 医 科 学 研 究 所 客 員 教 授竈 株 式 会 社 ウ ェ」レタ イ ム ・ コ ー ボ
日

レー ショ ン 代 表 取 締 役 を 兼 任。
本 プ ロ ジ ェ ク トの コ ー ディ ネ ー タ ー。 グ □ 一

バ ル フ ァイ ナ ン ス、 ｌＰ０ お よ び ＭＳＡ 等 ア ドバ イ ザ リ ー 業 務 の スペ シ ャ リ ス ト。



レベルで 新 しい 社会 の構築 に取り 組んで きま した。

そう い う 基盤 があ って 今 日の バイ オテ クノ ロ ジー

が 成 立 し た わ け で す。 た と え ば、 遺 伝 子 チ ッ プ は

ま さに 半導 体 と遺 伝子 が 合体 した よう な コ ンセ プ

トです が、 こ れは 遺伝 子 の研 究者 に半 導 体に つい

て の教 育を 行っ た り、 半 導体 の研 究者 に 遺伝 子工

学 を教 育 した 成果 にほ か なり ませ ん。 女 子医 大に

は３０年以 上ま えから そう した課 題に答 えよう とす

る 伝統 があ る ので す が、 今後 は国 家 的な 教育 プロ

ジェク トと しても 各方 面 から 新領 域創 出 のた めの

人材作 りに協力 していた だきたいと願 っています。

蜀１１ 私 たち は平 成元 年に、 「８０歳で２０本 の歯

を保 ちま しょう」 という い わゆ る 「８０２０運動」 を

は じめ ま した。 こ れは 当 時の厚 生 省の 成 人歯 科対

策 委員 会で 提唱 したこ とな の です が、 日 本中 で展

開さ れ る運 動と なっ て、 結 果 的に かな りの 効 果を

上 げる こと が でき ま した。 現在 は、 口 本の 厚 生医

療 で は 「健 康 日 本 ２ユ」 が メ イ ン と な っ て い ま す が、

その 背景に は日 本の平均 寿命 は世界 一であっ ても、

寝 た き り の 期 問 も・一一番 長 い と い う 問 題 が あ っ た わ

け です。 そ う した こと か ら、 健康 寿命 が重 視さ れ

る よ う に な り、 そ の・・環 と し て 歯 周 病 が は い っ て

き ま した。 歯周 病 の 重 要 性 は、 心 臓 血管 系 疾 患、

肺 炎、 低体 重児 と いっ た全 身疾 患 との 関係 か ら大

きく 見 直さ れて き たの です。 した がっ て、 歯根 膜

シー ト によ る歯 周病 の 治療 は、 国 の健 康政 策 に少

な から ぬ貢 献を 果た す こと にな る こと は間 違い あ

りま せ ん。 しか し、 日 本で は安 全 性が 過度 なま で

に重 視 され るた め、 実用 化 が 遅れる 懸 念も 否 定 し

きれないという 現実もあります。１舳１肋 で行う 以上、

もち ろ ん注 意は 必要 で すが、 有 害 なウイ ルス な ど

が混 入す る 可能 性 はほ とん どあ りま せ んの で、 国

民 が納得 で きる レベ ル で国 と して も早 い実用 化 に

向け て動 き は じめて い ただ きた い もの と考 えて い

ま す。

鰯野 こ のま まで は死 を 待つ し かな い、 ある い

は失 明 して しまう と いっ た、 現 状の 治療 法 では 限

界があ る患者 さんを 日前 にして も、 ｌ００％ 安全性 が

証明 さ れな い 限り 承認 でき ない という 立場 を取 り

続けられると、 新しい技術は なかなか前遊 しま せん。

安全 性と いう 場 合、 どこ ま での 安 全性 を求め る べ

き な の か、 リ ス ク と は ど こ ま で の リ ス ク な の か と

いう 点に つ いて も議 論 して いく 必要 があ ると 思 い

ま す。 最 も 進 ん だ テ ク ノ ロ ジ ー を も ち な が ら、 日

本だ け が実用 化 でき ない と いっ た事 態を 掘 かな い

ため にも、 どう いう 基準 で 実施 して いく かに つ い

てもいま から十分に 議論していく べきで しょう。
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嚢 豪 蜜 秦 蝿 諦一 卓 鰯

東京女子医科大学先端生命医科学研究所

先 端 生 命 医科 学 研 究 所は、材 料 科 学、エレクトロニクス、

機 械工 学などの理 工 学と細 胞 生 物学、薬 学、医 学などの

生 物系 科 学 の概 念と技 術を融 合させ、生 体 の 理 解を深
…

めながら医療を向上させるための生体医用 工学研 究を

浴ぶ茸㍑黒ｔ㍑肌鴛孟賀１
各科・早大大学院生命理工学 畝 阪大眼科・同第一 １

外科・東北大眼科・東京医科歯科 九 その他の大学・研 ／
究所との連携を通じて従来の領域を超えた先端 医療を

追求しています。

棄京女子匿科 大学の蟹工蓮携へ の１駆り縄みの繁 外 一

宋鯛洪の課題覆果醐こ克服する縞集拠慮

臨床に廠用可能な世界レペルのサイエンス拠慮

切机目のないブレイクスルーの拠慮

先端匿療の本格導入のための拠慮

新たな領域を動かす人材育成の拠慮

嚢 溝艶濠轟樽簑ア患載鳶簸 駄 織鱈シー細工撃鷺婁い蔦
萎…

我々は細 胞 組 織を再構 築 するため のアプローチとして「細 胞シートエ 学」を提 唱しています。すなわち、

我々ヒトをはじめとした動 物の 組 齢 臓 器 の基 本構 成 要 素を、細 胞一細 胞 間および細 胞一細 胞 外マトリック

ス間 が連 緒した 閑 胞シート」としてとらえることで、生体 内の 組織 構成を模 傲した 三次 元構 造 の再構 築

を追 求するものです。基本 単 位となる「細 胞シート」を作 製 するために、我 々は温 度によって培 養 皿 表面

の性 質 が 親水 性 ／疎 水 性に 変化 するインテリジェント培 養皿「温 度応 答 性培 養皿」を開発しました。従

来の 細 胞回 収 法ではトリプシンなどのタンパク質 分解 酵 素で細 胞一細 胞 問、細 胞一細 胞外マトリックス間 の

タンパク質は 分解し、細 胞はバラバラになり、シートとして回 収することができませ ん。しかし、温 度応 答性

培 養皿を用いることで、これらの細 胞問 接着を維 持したまま、

貫㌶㌫楓鴛㍍㌫ぽ㍍ ＿婁１裏 磁
歯 根 膜）、（。）同一 細 胞シートの積 層 化による均 ＿ な組 織

マ
轟

構築 沁筋）、（３）数種の細胞シ、トの積層化による層状
瞭 汐

壷 磐
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・ Ｙａｍａｄａ Ｎ，
Ｏ ｋａｎｏ Ｔ，

Ｓａｋ目ｉ Ｈ，
Ｘ割ｒｉｋｕｓ註 Ｆ，

Ｓａｗ互ｓａｋｉ Ｙ，
Ｓａｋｕｒａｉ Ｙ．

Ｔｈｅｒ㎜ ｏ－ｒｅｓｐｏｎｓｉｖｅ ｐｏ１ｙ㎜ ｅｒｉｃ ｓｕｒｆａｃｅｓ； ｃｏｎｔｒｏＩ ｏｆ ａｔｔａｃｈ ｍｅｎｔ ａｎｄ ｄｅ－

ｔａｃｈ欄・ｎｔｏ董 ㎝ｌｔｕ・ｅ６ ｃｅ１ｌｓ． 肋
走π・欣 κ 伽 洲 ψ κ ・柵 舳・．

王９９ ㈱ （ 山 ：５η一５７６．

・ Ｎｉｓｈｉｄａ Ｋ Ｙ ａｍ註ｔｏ Ｍ， Ｈ註ｙ註ｓ
ｈｉｄａ Ｙ， Ｗ 註ｔａｎａ

ｂｅ Ｋ，
Ｙａｍ ａｍｏｔｏ Ｋ，

Ａ６ａｃｈｉ Ｅ，
Ｎａｇａｉ Ｓ，

Ｋｉｋｕｃｈｉ Ａ，
Ｍ ａｅｄａ Ｎ，

Ｗ ａｔａｎａｂｅ Ｅ，
Ｏｋａｎｏ Ｔ， Ｔａｎｏ Ｙ．

Ｃｏｒｎｅａｌ ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ｔｉｓｓｕｅ－ｅｎ 頃ｎｅｅｒｅｄ ｃｅ１１ ｓｈｅｅｔｓ ｃｏｍ ｐｏｓｅｄ ｏｆ ａ１ユｔｏ１ｏｇｏｕｓ ｏエａ一 ㎜ 邊ｃｏｓａｉ ｅｐｉｔｈｅ１｛ｕ 犯、 Ｗ 励 ｇ正 ／ 〃 〃 ２００雀；３５１

（１２）：１１８７＿１１９６．
・ Ｓちｉ紬 ｚｕ Ｔ，

Ｙａｍ 且ｔｏ Ｍ，
Ｉｓｏ｛ Ｙ，

Ａ ｋｕｔｓｕ Ｔ，
Ｓｅｔｏ ㎜註 ｍ Ｔ，

Ａ１〕ｅ Ｋ，
Ｘ 汰 ｕｃｈｉ Ａ，

Ｕ ｍ ｅｚｕ Ｍ，
Ｏ ｋ丑 ｍ Ｔ， Ｆａｂｒ玉ｃ 紺 ｏｎ ｏｆ ｐｕ王ｓａｔｉ１ｅ ｃａｒｄｉａｃ ｔｉｓｓｕｅ ｇｒ註

ｆｔｓ

ｕｓｉｎｇ ａ ｎｏｖｅ１ ３二欄 ㎜ ｅｎｓｉｏ 蛆王 ｃｅｌ１ ｓｈｅｅｔ ｍ ａｎｉｐｕ 胱 ｉｏｎ ｔｅｃ血ｎｉｑｌユｅ ａｎａ ｔｅ ㎜ｐｅｒａｔｕｒｅ寸ｅｓｐｏｎｓ三ｖｅ ｃｅ１－ ｃｕ王ｔｕｒｅ ｓｕｒｆａｃｅｓ． α 陀 沢 伽． ２００２：９０
（３）：ｅ４ぴ

ｅ遂８．

・Ｓｅｋｉｎｅ Ｈ，Ｓｈｉ㎜ｉｚｕ Ｔ． Ｙａｎｇ Ｊ，
Ｋｏｂａｙａ 畿ｉ Ｅ， Ｏ

をａｎｏ Ｔ．
Ｐｕ１ｓ註ｔｉｌｅ ㎜ ｙｏｃ 趾 ｄｉａ１ｔｕｂｅｓ ｆａ１〕ｒｉｃａ士ｅ己 ｗ三ｔｈ ｃｅｕ ｓｈｅｅｔ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｃ 加 〃 肋 ｏη．２０θ６；１至４

（Ｓｕｐｐし王）：８７．９３、
・ Ｏｈａｓｈ主 Ｋ，

Ｙｏｋｏｙａ㎜ ａ Ｔ，
Ｙａｍ ａｔｏ Ｍ，

Ｋｕｇｅ Ｈ， Ｋａｎｅｈｉｒｏ 壮
Ｔｓｕｔｓｕｍｉ Ｍ，

Ａ ㎜ａｎｕ ㎜ａ Ｔ，
夏ｗａｔ且 Ｈ，

Ｙａｎｇ エ Ｏｋａｎｏ Ｔ，
Ｎａｋａｊｉ㎜ａ Ｙ．

Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

ｆｕｎｃｔｉｏ ｍ１ｔｗｏ－ ａｎｄ ｔｈｒｅｅ一欄 柵 ｅｎｓｉｏｎ纈王１ｉｖｅｒ ｓｙｓｔｅｍ ｓ 加 リ 肋 １ユｓｉｎｇ ｈｅｐａｔｉｃ ｔｉｓｓｕｅ ｓｈｅｅｔｓ． 焔 互 〃 必
２００７；玉３（７）：８８０－８８５．

・ Ｓｈｉｒｏｙａｎａｇｉ Ｙ，
Ｙ註ｍａｔｏ Ｍ，

Ｙａ ｍ註ｚａｋｉ Ｙ，
？ｏ伽 ａ Ｂ，

０ ぬ ｍ Ｔ． Ｕｒｏ士
ｈｅ１ｉｕ ｍ ｒｅｇｅｎｅｒａｔ｛ｏｎ ｕｓ三ｎｇ ｖ玉ａも１ｅ ｃｕ１ｔｕｒｅｄ ｕｒｏ士ｈｅ１ｉａ１ ｃｅｕ ｓｈｅｅｔｓ ｇｒａｆｔｅｄ ｏｎ

ｄｅ㎜ｕｃｏｓａ五ｚｅｄ ｇａｓｔｒｉｃ且ａ 狐 万 〃 肋乱２００４：９３（７）：玉０６９一茎０７５．

属野 光 夫， 大和 雅 之．犠 集 人 体をつくる再 生 医療 の挑 戦 ： 細 胞から臓 器をつくる．〃澄 サ
イエ 〃 ．２００３；３３（６）：４糾 ＆

主 な 受 賞 歴 ：１９９２ 年 日 本 バ イオ マテリア ル 学 会 賞、 １９９７ 年 Ｃ１ｅ㎜ｓｏｎ Ａｗａｒｄｆｏｒ Ｂａｓｉｃ 只ｅｓｅａｒｃｈ （Ｓ㏄ｉｅ士ｙｆｏｒ Ｂｉｏｍａｔｅ 池ｉｓ）、 １９９８ 年
商 分 子 学 会 賞、

２０００ 年 Ｆｏｕｎδｅｒｓ Ａ ｗ註ｒｄ （Ｃｏｎｔｒｏ１１ｅｄ Ｒｅ１ｅａｓｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ）、 ２００３ 年 Ｙｏｕｎｇ 亙ｎｖｅｓｔｉｇａｔｏｒ Ａ ｗ 服ｄ （Ｓ㏄ｉｅｔｙ ｆｏ王 Ｂｉｏｍａｔｅｒｉ且ｉｓ）、 グッドデ ザ
イン 賞
、

２００５ 年 江 騎 玲 於 奈 賞、
２００６ 年 ＮａｇａｉＩｎｎｏｖａｔｉ㎝ Ａｗａｒδ （Ｃ ㎝ｔｒｏｕｅδ Ｒｅｌｅ訂ｓｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ）。

先端生命 医科学研究所を主体とする「先端 医科学研 究センター」を開設

先端 医療領域における新たな産業、新たな学問領域の確立を目指します。（２００８年４月開始予定）

嚢

驚譲寮茅騒麟爽撃を撃鰯麗爽撃腹姦蕃

１嚢工議奮鰯繁識驚灘轟

護養

理 工 学 術 院、教 育・総 合 科 学 学 術

曝 樹 象じ め と す る生 命 医 療 関 連

鎮 載 ⑬綴 窮署 を 集 結し、全 学 に窮

あ 蜘 彪 ス 残 ■ 爽 塗 して 先 端 医 療

理 璽 掌翁 畿轡 生 爺 科 学の 教 育、研

魏 藩 展 開。

東京女子医科大学と早稲 田大学は、１９６５年以来人工心臓の研究開発をはじめとする人工臓器、バイオマテリアル、

医用 工学などの学際的領域における共同研究を深めてきました。２０００年には正式に学術交流協定を締結、２００１年

以降は東京 女子医科大学 大学 院先端生命医科学系専攻と早稲 田大学大学院理工学研究科生命理］二学専攻との

大学間協定に基づく「連携 大学院」が誕 生し、医学と理工 学の共同による先端 研究の推進、大学院生の共同研究

指導や交流が本格化しています。こうした実績を基盤として、両大学では、将来のバイオ医学関連、生命 医療系分野

にお ける更 なる可 能 性 に向 けて、２００８年 には 同
じキャンパス敷 地 内 に大 学 院を 乗り入 れ、先 端 医 療 領 域 で新 産 業 創

嚢葦 出と新しい学間領域の確 立を目的とする大学院新カリキュラムを始動させることが決定しています。

轟１

嚢１



霊 萎
熱 繕 １ 翻 欝 搬 覇

綴嬢鰯欝艦鰯議醒鱒 爽騒簸麓麟鰯鰯鍵藪

細胞料 嫌 賊 離願 轍 瞭 墓礎繍 鱗 麟縫麟鰯鶴踊鰯灘鵜鱒雛培翻撞鰯 概 鰯 瞭狐機能敬鐘 繊 難 麟 麟欝欝灘鱗綴鱗１鍵籔鰍 蹴 賛鵜餓雛培養腿作製貧る臓 潟餓灘 鰯灘輯鱗一灘灘 欝麗賜
降 麟 麺披醗 繍繊細鰯 鰯竃猟讃騨購簸轟轟鰯鰯灘 簿窒綴学踊 騒礪糠）鰯 灘 鰯 畷鰯鰯議騒織鍵覇鰻対
鱒 嚇 餓雛蟻 鵬造樹櫛／顕管購 爵艦 鰯轟鱒灘鑓鱗鰯購欝⑳
耀鰯技鰯 銚 鷹 灘培翻⑳握鍵技術 鰹 鰯鶴嚢鰯鱗議鰯鰯鱒蝉

蕊駕盗叢頸壌簑驚瓢驚
鱗鍵 警 撃繁欝癒

溝緊鰯，灘鰯灘鰭 擦獲灘 灘
鱗１１灘

驚機灘禽 融飛繁デイ汲あ拶彰蟹ン⑳鳳黒

第豪蓑箭騒籍爽撃 籏端生箭麗薄掌聯聾所

爽慶 蕪 醐 檬式会鐙 研聚観発複ンター バイ球マテリア捗粥窮所

織式奮社セ捗汐一 浮

業 績りス ト

Ａ腕 鵬ｈヨ蝋Ｙ帥呂ｔｏ舳ｕ蝋 鮎 柵 蜥日鮒 触 鰯趨鰯 鰯鰯 鰯鰯魏鱗ｉ灘鶴 鍛 舳！

鴛 鵬１鳩；蛆馴㈲おｔ帆跳 繍 燃 欄呂繋 鱗嚢鱗灘鱗鱗鰯１馨 鮒



識 １鎌１ 翻 鍾 諏 誰

徽鰯棚工擬徽覆翻踊し淀新親婚餐墨樹⑳麗驚

細胞培養により再構築した組織が移植後生体内でその機能を 粉 に発揮 弼 臨 生体内 碗 苓１舷
の血

暮意隻緊 猛 篇ζ黒 鵬器 驚翼散多くの蹄要求す珊
織を

そこで我々は・ 毛細血管網をともなう三次元組織構築法の確立を 醐 と 映 微細カ旺 技
術 樹 蟹 たマ

イク・パターン化表面の調製およびマイクロ／て夕一ン化細胞シ 卦 ⑳作製に着手した 浦 雄 曜 子の

ポリアクリルアミド（Ｐ鮎 ｍ） と温度応答１生高分子のポリ （ｌＶ一イソプ竈ぽ泌アクりルアミ様） 偶Ｐ餓 ｍ）

がス トライプ状に配列した温度応答■生表面を利用して・ 温度 棚 ℃に低 稚 せるの 概 細胞 護 駒問

の接着を維持したままマイク□パタ■ン化血管内皮細胞を脱着・ 副叉 鰯 こと 賊 功 脆 さ 繋 マ

鴛墓二鴛 篇 篤 器ユ鷲芸駕驚駕織化手法⑳構箏成功

マ イクロ パタ ーン 化 血 管 内

皮 細 胞 を ＰｌＰ 鮎 ｍ／Ｐ 鮎 ｍ

マ イク ロ パ 多一 ン 表 画 か ら

回収

マ イクロ パタ ーン 化 胸

管 内 皮 細胞と線 維 芽

細 胞シー鼻を積 層 化

毛細 痂管 綴をと

もなうｊ享い尭圓系薮 蟻辮１額鰯贈鰭麟搬
簿纈鰯議麟

鍵鋼騨灘驚鱗轟静

毒濠薫＿岡野 兇夫 所長・教授 専門１組織工学、 バイオマテリアル

大和 雅 之 渡教授 専門：幹細胞生物学、 再生医工学

清水 達也 准教授 専門：循環器内科、 再生医工学

糸賀 和 義 特任助教 専門１バイオチッ プ、 バイオマテリアル

秋山 義勝 助教 専門：表面科学、
バイオマテリアル

小林 純 助教 専門 １高分子合成、 バイオマテリアル

佐々木大輔 博士硯究員 専門１生 物物理学、 再生医学、 組織工学

津田 行子 博士研究員 専門１再生医工学、組織工学

大日本印刷株式会社 研究開発センター バイオ マデ リア ル研究所
議萎茎

業績１ス／ ｌｌ１

鴬Ｊｌ■以 鴛鴛之１
ｉ１賦 簑；↓毘■£㍗ 帥 蹴 櫛 触 漁瀞自榊ｄ繋 帥

瞭｝鮒 黒 黒心鴛㌃㌫雄；濃 絆 燃１脇㈱ｉ驚㈱
１私 瞭１１比一鵬 以工鴛二膿 ㍊ 鵬鰐

脚鯛鯛 醐幟帥ｉ麗㍗雌

鴛艘鴛 鴛艘鴛１１１㍑ 鴛 濃 瓢濫讐敏杵淋



議 購１１ 翻 譲 １鰯 竈譲 魏１萎萎

鰯鰯麟欝鰯粋鰹誰騒鰯鰯綴綴鰯簸瀦簿

鐙

筐終歯根膜縄織乙 騨寧纐鰻斌存薩 ㌫ 弩縄織帯購騎縄織慈螢へ⑳多 鎌 館 鍵 裸籍じてじ渇 こ造赫

添 登れて着 淀。 盗っ て歯糠鰻 縄織塵莱 ⑳細胞麓 歯属縄織 罵窒に踊む渇 こをほ 犬竃な ア 汽バン テー

ジ どい蒐素 説 我勾⑳ グ船一 プ驚憾と ト璽⑳臨 蘇癒鰯覆行 うべ《、 参譲 瑚こラツ ト驚 ⑳皮下鷲 デ

狐 歯閤焚損篭茅 炊 慈曇 醐εイ翼驚㊧歯濁矢損緩茅棚こて堵養歯糧膜茅一 降⑳奮鰯牲覆躍認し

てむ渇。 をりわ 敏歯根 膜シー 終篭覆概他誘 導塔地媛 疋培養 し、 象罫 質ブｏツク 螢＆亀 ほう汐 渋皮

刃こ移植し淀をこ 訟 薪窒惣第ン怜質様縄織をぞこあ喝 垂 團こ憲術賛葡コう一焚ン繊維東⑳影成

斌趨こる 乙を覆髭し碇 し迂し渇。 ぞ こ亙漆醗 窺覆憾 匿 終恐⑳ 歯根膜汐一 終癒溺へ 勘汰た 終夢ンス

レー シ養茨 朋野繁 覆犠 ってい く。 縛⑬繊 （ポり 夢り嚢 一彬 酸） 牢 彩り ダー 覆罵じπ 歯根 繭こ細胞

シー終竃適鰯曾轟技術斌確泣竃扱花⑳ 孤 脅後 ヨ） イ翼恐⑳篤度焚損篭デル穫⑳歯濁縄織萬窒⑳

確 認㌔ 覆行っ 稔後に 獲） と 終へ⑳臨 床癒溺、 琶 推進し忍し暗 淀いと考 哀てむ渇。



轟騨輯蹴鱗醸麗簿灘溝嚢一

簾藻嚢霧騒 簸撃 鐘縫籟麗轄醗魏筋
蘭野 競繁 所嚢咀教授 薪弩：組織工学、 バイ オマテ りアル

績蜘 熱 審員教授 婁門１歯閤癒学、 歯濁縄織再窪学

爽和 雅之 灌教授 専門１韓細 麗墾物掌、 再 嚢医工学

嵩騒 隆紀 籍援勤教 専門：歯属病学、 歯属縄織霜隻掌

矢代 麗矛 榑圭研繁貿 専悶：歯属 癌学、 歯属縄 織覇窒挙

爽慶 灘 醐 糠式蜜継 綴鶉麗発種ン夢一 バイ球マ茅りダ蝸鍔魏所

織式会穀種ル該一滞

業 績リ 涙ト

肖８ｓ害９自ｗ日 帆 ｙａｍ 誠ｏ 鰍 《；舵 餅１ 幽， ０秦ａｎｏ Ｔ １飲；１く日ｗ日１．目ｕ獅ａｎ ｐｅｒｉ口ｄｏｎ室目１１ｉ９日ｍ魯ｎｔ ｏ目１１畠ｈ 闘室ｓ ｏ酬 訂ｅ９ 馴 ８ｒ冨ｔ目 Ｐｅｒ１ｏｄｏｎｔ呂１１；９目ｍ富 破 言；｝
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鰯欝鰯鰯麗鰯麟遺魔鰯騒籔一跨藩鰹鰭漉羅
鰯簸騒灘瀦嬢

表在蜜遵 騒ζ対貧る肉視鏡駒糖膜不層剥離術ζ蘭ｏ晦、 大養稼癒変遜菊一播切除珂能恋誘り、 外

構 駒アフ Ｑ一 到ζ脱 べ涯倒 醐ζ鰯侵襲 亙函るた め苗 適癒 拡爽斌期 待さ扱 でい番。 しかじな 斌ら広

範 騒擦 鵠 ８恐ほ 旛行 後に隻 ｏ蕎 人工潰 瘍癩 痕経 求簿狭 窄⑳ 彪め、 患蓄 憾茅 防駒 稼バル ーン拡 張

術覆頻團受敏稼はれぽ懲嚢稼 眺 琶ζ恐裁 剣護、 蓑遵 蘭 ｏ後⑳人工潰瘍⑳創傷繕癒促進萱癩療

狭窄 醐 聯 姥 圏駒をしτ 温慶癒警牲培養翻覆嬬い淀細胞茅一 トエ学技術覆応踊し、 慶驚Ｑ腔粘

膜縄織ぬ喝 搾製し淀籍養廼腔糖膜上皮細胞汐一終藩経肉視鏡瑚ε人工潰瘍 固こ移植嘗簿 批 汚 再

窒匿療 駒治療法 覆開発 し彪。 前 臨廉的稼爽 動物実 騨こ茜い て、 贋膣 糖膜上皮 細胞該一 ト⑳経肉視

鏡駒移樋 術１こ繊動 じ㌔ 貫 瑚こぞ⑳威果 藩報告 じ 樹 馳色 獲ＱＱ蟻；騎 （ヨ凄）：け０硲 η 砲）。 現薩、

箆道 露 醐ε対貧簿再蜜医療醜治療法は、 東豪女子医爽繍襲委員 鐘こて承認窓れ疋蕩り、 平威 昭

隼嚢潟葦慶畿り施行誉れ淀 陀 ト韓細麗覆潔じ煽 臨廉研究に関貫る指 鋭 繧準拠じ淀ｃ 閑（鵬Ｈ

§鰯鵬 鑓１囎
一
鯛 蹴餅 腕 薄⑳種脅⑳作業工程事順麓構築申澄誘覆。 艶 囎 隼 帽 縢竈廉第一例冒

覆茅建 し疋い為。

・穰麟 轟鱒鰹鰯麟灘灘鰯麗灘灘欝覇

ｌ１萎騨 鱗轟 難 灘一一

、一
鑑 鰯 灘 灘 離」１



綴鰯該一牡竃綴肉襯鏡醐ζ
鱗械貫る淀め⑳鰯鰯藩纏ヂバイス⑳騒繁

バレッ ト食道 は、 本来の 食道 胃接合 部 （食道壁 と竃壁 の境 界部） 返傍 で、 食 道粘 膜上皮 が胃粘 膜上 皮 樹 こ化生す る

疾患で ある。 欧米 では、 食道 がんの 多く はバ レッ ト食道か ら発生 貫る 腺がん であ り、 バレッ ト食道 は腺 がんの発 生

母地、 すな わち発 癌の危 険性 が高 い ｒ前 癌状態」 と して注 目され てい る。 日 本で も食生 活の 欧米化 にとも ない、 バ

レッ ト食道 の増加 が近年 危慎 され ている。 培養 自己 口腔粘 膜上皮 脂細 胞シー トの 経内視 鏡的移 植は、 バ レッ ト食道

の治 療にお いても 有効 である こと が期待 されて おり、 我々 は全周 性に 一気的 に細 胞シー トを 経内視 鏡的 に貼付 する

新規 デバ イスの開 発に取り 組んで いる。 現在、 ３次元 プリンタを 活用 して 作製 した 試作デバイ スを用 いた動物 モデル

における移植実験を繰り返しており、 安定して短時間のうちに欠損部位なく細胞シー トを移植するために必要なデ

バイスの 構造と機能 を検討中 である。

磁 篶構．東豪女茅慶褐太学

岡野

伊関

大和

村垣

申村

鈴木

光夫

洋

雅之

善浩

冗

孝司

先端生命医科学研究所

所 長 ・ 教 授

教授

准教授

講師

助教

博±研究員

専門

専門

専門

専門

専門

専門

：組織工学、 バイ オマテリアル

１脳神経外科学、 先端工学外科学、

レギュラ トリーサイエンス

１幹細胞生物学、 再生医工学

１脳神経外科学、 先端工学外科 学、

レギュラ トリーサイ エンス

：医用画像処理、

医用メカ ト□ニクス

１ 医 用 画 像 処 理、

医用メカ トロニクス

東京女子医科大学 消化器外科

山本 雅一 教授 専門：消化器外科

１ 大木 岳志 助教 専門：消化器外秋 内視鏡外秋 再生医療

１ 犬貿本套醐 株式会社 撮究開発センター バイオマテリアル研究所
… 株式会社セルシード

業績 リス ト
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轟螢麗療蒸播他⑳捷雛⑳最策端技術融禽拠粛
本 拠 魚化 構 想は 平成 蝿 年 度文 部 科 学省 科 学 技術 振 興 調 整 費ほおける「先 端 融 合 領域イノベ出ショ
ン創 艶拠 点の形 成」⑳一 つ登して 採択され謹じ花。
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衛 融 倉 をは かります。

鐘界でも屈 指の印刷技術を基 盤に、最先端表面

数 質 技 術、 ナ ノ イ ン プ リ ン ト、 超 微 細カ竈工 技 術、

㌶夕一ニング技術等 を開発。再 生医療本楮 化に

辞
滋 須のトレーサ ビリティ実 現へ の貢献 が最も期

３年８１温 度応 答性 培養 皿大昆 生産および細 胞シート含 成プロトタイプ完 成。

食遺癌 治療、歯根膜移植の安全 性確認申請。

海外マルチスタデ 什 本格 化。

７年目１第２世代 高機能培 養服の完成、白己口腔粘 膜細胞シートおよび歯根

膜細胞シート移植の厚生労働省における承認、海外 治験開始。

如 年目１再 生治 療本 格化と産 業創 出に向け、マイクロパターン化による毛細

血管 網構 築 技術の 完成。これを用いた組 織三 次元 化、置換 型 嚇

助ポンプ型再 生心 筋の創襲、肝臓、膵臓 等 への綱 胞デリバリーシス

テ ム。 再 生 医 療 製 品トレー サ ビリティ実 現 の 情 報 管 現 シス テ ム、 診 断・

薬物スクリーニング技術 の商晶化。

従来、添琢能造され 砥 淀 根治治療宿啄能１区渉る電窪医 観ま、さ譲謹蜜稼可能Ｉ睦

蓬箔じつつ亀旨ほ繕萌芽駒慈段階纏あ蟻ま載鉋東京女子医斜爽掌を拠魚ど球る蒸

構想憾、医巫連携、産崇連携に洪っ逐種勿の最究端銭術覆繕集じ、養ま謹ま橡疾患

に対貫る爵生医療技術を多竃的に闘発③、逓宋菊ε稔むπ再隻医療社会⑳案現

琶目指萩プ團勢丞タド恐渉。



獲 跳 蟹 藪 講 舅 曹 識 蓋 裁 鰯

斬新稼技術⑳創出に洪り世界的規模で建業界をリー浮する

孜灘擁 鰯糠蔵欝敬

…嚢簿■
一

．蔓
轟１

轟

薄塗鱈簸本織 瞭繭鯵蔦簿簿灘簿灘綾灘

ＤＮＰは、印 棚 技 術と情 報 技 術を組み 合わせることにより、顧 客の 課 題を

解 決しています。世 界 屈 指の 印 刷 技 術 基 盤を基にナノレベルにおける

最 先 端の 基材 表 面 改 質技 術、超 微 細パターン揃 工 技術、データハンドリ

ング技術等を有し、再生医療製晶および再生医療支援製品の応用開発

を重 点 参入 領 域と定めています。一 方、国 内初 の混 度センサータグ付き

食 晶 輸送 管 理システム等も構 築し、再 生医 療 本格 化に必 須のトレーサビ

リティ実現 に貢 献する情 報 処理 技術を保 持しています。本 拠点 における

鵜 働 体制により、これらトレーサビリティ技 術と精 密 基 材大 量 生産 技 術及

びデバイス製造技術等を融合することで再生医療襲品の確実な製晶化

と情 報・物 流システムの実 用化を図 れると期 待しています。

Ｐ＆ｌＳｄ 赦ｉｏ狐ｓ ＤＮＰ

鷺簿拝壌灘轟譲鰯１置轟１責蕃嚢鱈

ＤＮＰには、印 刷 に関わる基 幹 技 術の 応用として尿 検査 紙 や妊 娠 診 断

薬を製造等の経験があります。特に再生医療の本格化に関連する分

野として、光触媒技術を禾岬 した微細な親疎水パターン形成技術の応

用として「細 胞のパターン培 養基 材」を開 発し、東 京 医 科 歯科 大 学との

間 で血 管 内 皮 細 胞の 培 養 および毛 細 斑 管 のパターン形 成に 成 功しま

した。基材開発に止まらず菰管等再生技術の飛躍 的開発を促進する

ために印捌 技 術を活 用した再 生 医療 分野 の研 究・教育 拠 点「ナノメディ

スンＤＮＰ」を２００５年 胡 に創 設しました。このような表 面 技 術を利 用し

た細蜀包組 織構 築の 取り組 みにより、愈管 や角 膜などの培 養と移 植 のみ

ならず、組 織再 生を利用した 応用 研 究もスタートしています。

眼底写真からの毛細血管パターニング

眼 底 の 血 管 パターン のフォトマスク

簸鐘簿糠萎樽 趨鱒鰯鰯ヱ鞍鰯１簑書鎌貫

ＤＮＰは、世 界 最高 水 準にある微 細カロエ 技 術を応 用し、半導 体 回路の 原

版 であるフォトマスクや、液 晶ディスプレイ用のカラーフイルターなど多くの

エレクトロニクス製 晶を提 供しています。（国産カラーテレビのシャドウマス

クの開 発を日本 で初 めて成功させ て以 来、電子 デバイスや ディスプレイ関

連製晶の開発を次々と成功させ、高い技術力と信頼性で優 位性を確保

し着 実にエレクトロニクス事 業 基 盤を固めてきました。）最 先 端のフォトマ

スクでは、測 定 限界に近 い数ナノメートルレベルで正確 に石英 ガラスや 金

属 薄膜をカ鉋工して基材 に党学 機能を付与しています。このフォトマスクか

ら製 造されたＬＳ亙を通して夏丁社 会 の進 歩に貢 献しています。また次 世代

のパター ニング技 荷 であるナノインプリント技 術 や 微 少 デ バイス 用 の

ＭＥＭＳ製 造事 業も手がけています。

Ｍ眉ＭＳ（Ｍｉｃｒ◎ 目ｅｃ愉◎一Ｍｅｃｈａ胴ｉｃａｌＳｙｓｔｅｍｓ）

応 力制 御 中 空 膜 構 造体

マ イクロ キャ ピラリ ア レイ

イ主 所＝矛‘６２－８０◎｛ 姜巨 京者罫乗苛事冒医〒行谷カ属質蟄万予一｛一１

１Ｉ匿Ｌ ０３＿３２６６＿２１｛１（チξ妻毫）

ｅ一閉 ａｉｌ ｉｎ青ｏ＠ 榊 訓・ｄｎｐ－ｃｏ，ｊｐ り獄と 揃 巾：〃ｗ ｗ ｗ．
ｄ 卿 、ｃｏ．瞼
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強富披術で世界的稼萬生医療⑳実現を目指貫

織戴鐙徽飽抄シー鮮

欝灘轟蟻嚢轟蟹轟嚢１簑
～萬生医療本格化⑳ためにセ ルシー晴が行うこと

鋤シシードは２００１年に東 京 女 子医 科 大 学の 学 内ベンチャー 企 業として

譲 並され、世 界に例を見ない「細 胞シ
ートエ 学一を 活朋した再 生 医 糠の

繁用 化に 取り組んでおります。この「細 胞シートエ 学」は、同 大 学の 岡野

瀧美教授が世界に先駆けて開発した温度応 答性培養皿で細胞をシー

寮状に培養し無侵襲に圓 収するという革新的な技術です。再生医療に

鳶けるセルシードの 役割 は、この 独創 的な技 術に 墓 づいて患 者さんご自

欝あるいはドナーの方から提棋された細胞を培養し、角膜や皮膚を始め

塗する様々な組 織・臓 器を安 全か つ高 品 質な状 態 で再生してオーダーメ

琳 医療の現場に提供することです。

盤蔦１壌轟欝簿窮脅鯵繋鰯鑑毅轟１簑
～セルシー終の事業内容

セルシードは現 在２種 類の 事業を手掛 けております。１つは「再 生 医療 事

薬一で、角 膜を婚 めとして、心 筋、歯 周 組織、軟 骨な
ど様々な組 織の 再生

１こ取り組 んでおります。概に 再 生角 膜については 欧州 において 臨床 試

験 が始まっており、日本 にとどまらないグロー
バルな事 業 展 開を目指してい

菱す。もう１つは「再生医療支援事業」で、再生組 織回 収用器材（温度

慮 答 性 培 養 皿）、細 胞 回 収用 器材、分 取用
バイオ医 薬 晶の 精 製 担 体、

細胞分離用 担体など幅広い再生医療 支援製晶の開発・販売を行って

おります。

細胞シート培養の現場

１
セルシ、ドの事業内容

綴髄訟嗣幹亙撃鷲誰羅窪鑓灘緯議
～セルシー惇⑳最先端再生医療技術

ｒ細胞シートエ学」を始めとするセルシードの技術は「材料工学」と「細胞

生物 学」という全く異なる２つ の労 野が高 次元 で融 合したもので、独自性・

創 造性に富んでいます。「細 胞シートエ 学」は、細 胞 培養 槻の 表面にナノ

テクノロジーによる特殊 処 理を施し、そこで培 養したシート状の細 胞・組織

を薬剤なしに温度 綱御の みで安 全・確 実に回収 する最先 端 技術です。こ

の技術には、「生体内での状態と同様の機能を有するシート状纐胞（細

胞シート）の 渚 養が 可 能となる」、「移 植 時に縫 合 が不 要な細 胞シートが

碍ら牝る」、「細 胞シートの積 層 化・重 層 化によって臓 器の 構 築が 可
能と

なる」など他の 技術 にはない画期 的稲 点 があります。

ナノテクノロジーを駆 使して作 製した混 度

応答性培養固からの細胞シートの回収

回 収した細 胞 シートは、接 着 霧 子として 機 能 する 綱 腹 外マ

トリックスを 底 面 に 保 存 しており、縫 合 なしで 組 織 に 容 易

に接 篇 する
。

住 所：刊 ６２一◎０５６ 東 京 都 新 宿 区 若 松 町３３－８ ア ー ル ゼ ル 新 箱 浮

丁匿と ０３＿５２８６＿６２３１ ドＡＸ ０３－５２８６＿６２３３

㊧・ｍ ａ１ｌ ｉｎ春◎＠ｃｅｌｌｓｅｅｄｌｃｏｍ
むＲＬ 賊 鞭１〃ｗ ｗ ｗ．ｃ 釧 ｓｅｅｄ，ｃ◎ ｍ



安全性と高品質を最優先に可能性の扉を

株式会社セルシ’ド 長谷川辛雄

これまでの医療を根本的に変革する大きな可能性を秘めた再生医療が 今始まろうとしています。

そのイノベーションプロセスは、 先端 医療を切り開くためのまさに創 造と挑 戦の日々です。 これまで治

療 方法 がなく困っている人々の 社 会 的な二一ズにいち早く対 応 するために、 「細 胞シートエ 学」 の

研 究開 発を推 進し、 インフラを 整備し、 実用 化に向 けた一 大 拠点 形 成を産 官学 連 携で推し進 める

必 要 があります。 本 拠点 は、 再生 医 療の 産業 化 への 基盤となるもので、 文 字 通り先 端 医療 の希 望

の 光であり、 実用 化にあたっては世 界の 医療 における巳本の 貢 献 度は多 大なものとなるでしょう。 角

膜再 生をはじめ、 心 筋 梗 塞 等の再 生心 筋パッチ、 歯周 病、 軟 骨 再生、 食道 癌 治療を含めた幅 広

い再 生 医療 事 業ドメインを視 野に入 れ、 オ
ーダーメイド医 療に不 可 欠なこうした葛い技 術 の実用 化 へ

と遭 進 すると同時 に、 コスト削 減 ・ 高付 加 価 値の 医 療の 開 発に向 けて妥 協を許さぬ 研 鐙を重 ねる

必 要があります。 安 全 性と高 品 質を最 優 先し、 一日も早く再 生 医擦 の 新しい 可能 性 の扉を開 いて

いきましょう。 本 拠 点 形成 は病 気の 方々の Ｑｕａ１ｉｔｙ ｏｆ Ｌ三ｆｅ向 上につながり、 明るい未 来へ の架け

橋 になると固く信じています。

新しい再生医療に向けて

大目本印刷株弍会社 常務取締役 戸 井 田 孝

今回、「再生医療本格化のための最先端技術融合拠点」へ協働機関として大日本印刷が参加で

きたことには大 変な喜 びとともに責任 の重 大さを強く感じています。印 刷 会社 が輯 生 医療 の研 究開 発

に加わることを奇 異に思う人も多 いと思います。しかし、印 刷 技術 そのもの が、文 字や 画像 などを取り

扱う情報処理、パターンを形成する技術と機能性材料技術の融合技術であり、その要素技術の高度

化と組み合 わせにより、様々な分 野へ の高い展 開 性を持っています。特に印 棚は情 報と人の係わり合

いに関 する技 術です から、必然 的に目に見えるもの、表面 のカ目工、装飾 に関 する技術 を発 展させてき

ました。表 面の 高機 能 化は常 に我々の 研 究開 発 領 域の 申心に 位澄 しています。岡 野 先生 が 開 発さ

れているナノレベルの厚 みで制 御された 温度 応 答性 高 分子 修飾 表面 はまさしく我々が冒指しているス

マートサーフェースそのものです。また来るべき再生 医 療社 会 一白己細 胞を培 養して白分に戻 す一に

は安 心 安 全の 観点 から高 度のＲＦＩＤ技 術 によるトレーサビリティの確 保 が 必 然のものになるでしょう。

医工 学や 分子 生 物学、薬 理 学などの 先端 技 術 が集 積され、各
種 臨床 分 野が 支 援、刺 激し合い形 成

されていく再 生 医療 分 野へ 我々のコア技 術とエンジニアリング志 向により、情熱と責任 感を持って参 画

してまいります。



本プロジェクトの開始にあたり、 協働機関を含めた課題研究者全員で共有できる ｒ研究信条と決意」 をアピ

ールすることを決 定し、 このメッセージを様々な機会に掲 げています。

Ｐａｓｓｉｏｎには、 語 源として 「キリストの 受 難」 という意 味 があります。 虐 げられた 人々の病と魂を救うという神

からの 使 命を全うするために、 キリストが
ゴルゴダの丘まで白らの 十 字架を背負って歩き抜 いたこと、 つまり特 測

の使 命を帯びた者淀けが持 つ体 の底から湧き出すような前 遼のエネルギー、 それが 本当の 熱惰です。

今蘭の 医療の 限界を見 据乏て、 明臼の 患者を治 す使 命を果
たす べくイノベ ーションにつきものの苦 難や 困難に

敢然と立ち向 かうこと、 再 生 医療 の 本格 化を実 現するため に人、 技 術ともに結 集して 箭 進を続 けること、 それ

が我々の信 条です。

大和 雅之 東京女子医科大学先端生命医科学研究所 准教授

江上 美芽

糸賀 和義

青木 信奈子

岩田 隆紀

小林 純

東京女子医科大学先端生命医科学研究所

東京女子医科大学先端生命医科学研究所

東京女子医科大学先端生命医科学研究所

東京女子医科大学先端生命医科学研究所

東京女子医科大学先端生命医科学研究所

客員教授

特任助教

助教

特任助教

助教

東京女子医科大学 先端生命医科学研究所

〒１６２－８６６６ 東 京 都 新 宿 区 河 田 町８－１

篠 Ｌ０３－３３５３－８１１２（内 線３０２３４）
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